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コンクリー ト圧縮試験体の載荷面平面度の影響に関する研究
　　　　　　（その3 実験）

　 1　序

　本報で は載荷面の 平面度を変 えた 10φX20cm シ リ

ン ダー試験体を作成 して 圧縮強度を測定し考察する 。

　 2　実験方法

　表 1に 示す材料を用 い 、表 2 の調合で コ ン ク リ
ー

トを 2 回混練打設 した。ス ラ ン プは3〜5cmで あ っ た 。

棒形 バ イブ レ ーターをかけなが らコ ン ク リ
ー

トを鋼

製型枠 に 2層 で 詰 め、 2 時間経過後に 鋼製 の 三 角バ

ーで 上 面を ほ ぼ平 らにならした。試験体は翌 日脱型

して材令 28．日 まで、恒温室の 水槽内で養生 した 。

　材令 28日 に お い て、上面に金定規を当てたときに

隙間が ない ように研磨機で試験体 の 上 面を研磨 し、

次い で 図 1 の 斜線の 部分 の よ うに試験体 の 上面を電

動 の グライ ン ダー
で削 り、サ ン ドペ ーパ ーで仕上 げ

を行 っ て、図 2 の よ うな試験体を 2 回の打設の いず

れ で も各 3体ずっ 作成し た 。 平面度 の 加 工 は、金定

規 を当 て たとき に、適当な厚さの シ ッ クネ ス ゲージ

が金定規と 上 面の隙間を通るように して行 っ た。

　上 面 の 平面度の 加工 の 後、 7 日 間試験体 を水 申養

生 して、100しon ア ム ス ラー試験機で鋼製の 載荷板を

直接試験体 に 当 て、圧縮載荷 し最大 荷重を測定した。

　 3　実験結果

　圧縮載荷され たときの 最大荷重の 測定結果は表 3
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に な る 。 図 3 は、試験体の 比重と圧縮最大荷重の 関

係を衷 したもの で、第 1 回打設の 試験体 を ○ 記号 で、

第 2 回打設の試験体を●記号 で表 してお り、全体的

に見る と第 1 回打設に比 べ て第 2回打設の 方が圧縮

最大荷重が 大 き く、また比重 がやや大き い 。

　横軸に平面度をとっ て 圧縮最大荷重 の 測定結果を

表すと図 4 になる。図 4 か ら圧縮最大荷重は、平面

度が ＋ で大 きい ほ ど、 すな わ ち凸面 の 試験体 で凸の

形状が顕著な ほ どや や小さ くなる傾向が見られる 。
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　 4 　 考察

表4 は凸面 と凹面 の 試験体を合わ せた測定結果

を対象 とし、表 5 は凸面の 試験体 の 測定結果 を

対象と し、表 6 は 凹 面 の試験体 の 測定結果 を対

象と した分散分析であ り、い ずれも打設時期 を

要 因A 、平面度を要因 B にして い る 。 表 5 か ら、

凸面の 平面度は圧縮最大荷重に有意水wa1＄で影

響 して い る と考 え られ、一方表 6 か ら、凹面の

平面度は圧縮最大荷重に有意水re5＄で も影響 し

て い るとは考え られ な い 。 また、凸面と凹 面 の

平面度の試験体 を合わせた表 4 の場合で も、有

意水wa1＄で、平面度は圧縮最 大 荷重 に 影響す る

と い う結果が出 て い る。

　 なお表 4 〜6 の い ずれ の場合 も、打設時期は

有意水準 1％で圧縮最大荷重 に影響してお り、ま

た 打設時期 と平面度 の 相互作用 は、有意水wa5＄

で も圧縮最大荷重 に 影響するとは い え ない 。

　以 上 の こ とか ら、今 回 の 実験では、凸面の 平

面度は圧縮最大荷重に影響し、凹面の 平面度 は
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表 4 凸面試験体 と凹面試験体 を合 わ せた場合 の 分散分析

　　　　　要因A （打設時 期） ：有意水鄂 ユ．％で有意差打 り

　　　　　褻因 B （平面度）　 ；有 意永準 ⊥％で 有 意釐 有 り

交互 作 用 AXB ：有意水瑚 5 ％ で有 意差 な し

S．Sd ．f 旧s ドoF 〔0．05）「（0．09
A 　打設 剛 切） 88，68188 ．6847 ．94

’94 ．⊥37 ．44
B （平面度 73．頃689 ．184 ．96

”
2．233 ．08

A × B
一
4，5180 ．560 ．302233 ．08
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表 5 凸面 試験体 （平面を含む）の 場合の 分散分析

　　　 要 因 A （打設時期）　　 ：有意水獅 1 ％で有 意 差右 り

　　　 要 因 B （凸面の 甲面度 ） ：有意水鄂 1 ％で春 意 差府 り

交互作 IIIAXB ：有意水邸 5 ％で有意差なし

要 　因 s．sd ．f 冂 sFo 「（0．05） F（o．oD

A 　打記！時期 37．79137 ．7917．’10
噛’ 4、388 ．18
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．7644AXB o．440 ．202 ．904 ，50
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表 6 凹 面試験体 （平面を含む）の 場合 の 分散分析

要因 A （打 設 時 期）　　 ：有意水隅 1％で 有 愈差 有 り

要因B （凹面の 平而 度） ：有意水準 5 ％で有 意 饕 な し

交互｛乍川A × B ：有意水單 5 ％で 有意差な し

要　因 s．sd ．f　　 閲s 「oF （O．05） F〔o．oD
A （打 設 剛 田） 54．421 　　 54．423L6 奄 4．41 δ．28

B　凹 面 の 平 面度） 12 但 4　　 3．10LBO2 ．934 ．5呂
AXB

一
　 2．13 ξ　　 G．530 ，312 ．934 ．5日

E 31，01
　 t18

　 　 L72
合　 　計 99．9127一． 一

　　 o ・．．．第 1 回打設

○ 　　  『’
第 2回打設

圧縮最大荷重 に 影響 しない と結論される。この

よ うに な る 理 由は、そ の 1 二 次元解析、そ の 2

三 次元解析の 結果をふ まえて考 えると、次の よ

うに推察される 。

・凸面 の 載荷面を持 っ 試験体で は、載荷面か ら

　離れた内部 に 発生 する引張応力度の ため 、 試

　験体が割裂す る こ と か ら圧縮最大荷重が小 さ
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3　比重 と 圧 縮最大荷重
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　　図　4　載荷面の 平面度 と圧縮最大荷重

　 くな る。

・凹面の 載荷面を持つ 試験体 で は、載荷面 の ご

　く近傍に発生する 引張応力度 に よ り、載荷面

　で 微細 なキ レ ツ が生 じ る が、そ の キ レツ は載

　荷面近傍だけに留ま っ て全体の破壊を引き起

　こすような こ とはな く、また載荷面か ら離れ

　た 内部の 引張応度は小 さ い の で、平面度 は 圧

　縮最 大 荷重 に影響 しない 。
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